
『登米市こどもまつり』が今年も登米祝祭劇場で開催され登米支部役員が参加しました。白衣の試着体験、『か

んごちゃん』と記念撮影し地域の方々と交流を深めることができました。大雨により天候も悪い中、多くの家族

連れでにぎわい、こどもたちの笑顔であふれていました。役員一同楽しいひと時を過ごすことができました。

宮城県看護協会
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登米市民病院の緩和ケア認定看護師『佐藤幸子先生』

を講師にお招きし、『医療機関から在宅へ～痛みのケ

アのアプローチ（ACPを含む）のテーマで講演してい

ただきました。市内の病院、診療所、保健所、老健施

設、訪問看護ステーションなど9施設から55名の参加

がありました。「意思決定支援」については、在宅で

の看護や看取りについての取り組みについて活発な意

見交換が行われました。また11月22日には石井会長

をお迎えし、登米市内の看護管理者を対象としたネッ

トワーク会議を開催しました。『ウェルビーイングを

高める職場環境改善』をテーマにグループワークを実

施し、各施設の情報交換など活発な意見交換の場とな

り顔の見える関係づくりができました。

支部研修会 8月23日 開催 55名参加

登米市主催『令和６年度登米市産業フェスティバル』が

開催されました。当日は来場者の血圧測定、食事指導、

健康相談を実施し多くの方に関心を持っていただきまし

た。日頃の健康に関する疑問や不安にお答えし予防のた

めのアドバイスをしました。今後も地域の皆様の健康を

支える活動を続けていきたいと思います。

看護管理者ネットワーク会議 11月22日 開催

No.1

登米市 こどもまつり 9月22日（日）参加

支部会員の皆様には、日頃より支部活動へのご理解、ご協力をいただきありがとうございます。
新型コロナウイルス感染症は5類への移行となっていますが感染対策に努めながら下記の活動を
行うことが出来ましたのでご報告いたします。

～令和6年度活動報告～

登米市産業フェスティバル
10月6日（日）参加



夏休みを利用し登米市民病院・登米市立米谷病院にて、高校生を対象とし『ふれあい看護体験』を実施しました。

病院の機能や看護職の業務の説明を受け、血圧測定や足浴、手洗い、ガウンテクニックなど体験することで看護に

触れることができたようです。はじめは緊張していた様子でしたが、患者さんと触れ合う中で笑顔に変わり楽しみ

ながら体験を終了することができました。

宮城県看護協会
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編集後記

今年度の締めくくりとなる支部情報の発信となりまし

た。つたない部分もありましたが、皆さんに興味を

持って支部のコーナーを訪れて頂けるよう頑張って広

報活動を行っていきたいと思います。何かご意見等が

ございましたら、お近くの役員にお声がけください。

広報委員一同

No.２

お知らせ

令和７年度宮城県看護協会
登米支部通常総会を開催します

日 時：令和7年４月２５日（金）１８時
場 所：登米市立登米市民病院

ふれあい看護体験 ～米谷病院より～ 8月1日・2日開催

ふれあい看護体験 ～登米市民病院より～ ８月７日開催
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